
 

 

 

 

 

 

 

  

 

建設費７５億円、土地代は別途最大８億５千万円 
 

 

 

 

 

  

現総合体育館では、①正式な寸法がとれない競技がある、 

②駐車場台数が足りない、③エアコンがないという理由で、市ス

ポーツ協会から要望書が提出され、新総合体育館を建設するこ

とを浅野市長が明らかにしました。 

 基本計画策定の委員会がつくられ検討が進んでいますが、そ

のメンバーに市内建設会社社長が選任されていることに問題は

ないのかと議会で指摘しました。それに対して市は問題ないと

答弁していますが、事業が進んでその建設会社が仕事を請負う

事になれば、利害関係が疑われることになります。 

駐車場が足りない、エアコンがないといった課題は今からでも

対策することはできるはずです。体育館建設は中止し、現体育館

を改修しながら使い続けるべきと考えます。 
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問題点❶ 建設事業にいくらかかるか明らかでない 

 建設費７５億円に加えて、用地取得費最大８億５千万円、敷地造

成工事、既存水路の暗きょ化工事、敷地内市道付替え工事も別途

必要になる見込みですが、事業の総額は明らかにされていません。 

現総合体育館の１.７倍もの大きさで、莫大な建設費、 

維持管理費がかかる新体育館は必要ありません。 

問題点❷ 観客３０００人のイベントとは 

観客席は３０００席の案が示されました。観客３０００人ものプロス

ポーツ興行、各種イベントとは何か。運営主体はどこか。年何回行

うことを想定しているか。と質問すると、「計画作成中で現段階で決

定しておらず具体的には示せません。」と答弁しています。 

問題点❸ 各務山の前配水路が氾濫する危険性は 

 河川の大規模氾濫の発生が予測される場合など、各小学校区の

指定避難場所での対応が困難な場合、新総合体育館を避難場所

にするとしていますが、建設予定地はくぼ地で山の前排水路が流

れているので、洪水の危険性があるのです。 

現総合体育館は残して利用して！ 新総合体育館の建設候補地は 交通の難所 

建設予定地は各務山、JR、郷戸池、江南関線に囲まれていて、 

交差点や踏切で渋滞が発生しやすい地域です。駐車場は全部で 

１０００台確保する予定ですが、イベント時には渋滞が予測され、テニス場や弓

道場利用者、地域住民の日常生活にも影響が出ます。体育館を利用するため

には公共交通機関は欠かせませんが、名電各務原駅、二十軒駅からは距離が

あり、交通量が多い危険な 21 号線を歩いて通らなければなりません。 

 

新総合体育館は必要ありません！ 

 

現体育館を残すか解体する 

かを検討することになっていた 

策定委員会は、委員会では 

決められないという結論になっ 

てしまいました。市は現体育館 

をどうするのかも決めないで新体育館建設をどんど

ん進めています。 

新那加駅から近い現体育館は便利な場所にあ

り、解体しないで残してほしいという意見が多く聞か

れます。２つの大きな体育館を維持するための経費

は合計で年間１億５千万円が必要になる試算です。 

市役所新庁舎建設事業は当初８０億円の見込み

でしたがどんどん膨らんで総額１００億円となり、２０

億円の増です。今年１月には市役所旧庁舎解体中

にアスベストが見つかったため除去費用 8,800 万円

が追加で必要となりました。 

そして鵜沼羽場町に計画が進んでいる新特別支

援学校建設は６２億円と見込んでいましたが、寄せ

られた意見を反映したところ、建物が３割弱大きくな

り事業費は上がると答弁しています。 

下水道料金は令和４年４月に１５％値上げされましたが、

平成３１年４月にも１５％値上げで、合計３２．２％値上げされ

ています。市民生活に大きな影響を与えることになります。 

税金の使い方を見直せば、値上げの必要はありません。 

山の前水路 

  渋滞箇所 

新総合体育館イメージ図 

 

 

 

駅までの 
道路状況 

 
 
 
 

 

 

 

 

 
一般質問動画 


